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　1970年代に米国では今や名前すら記憶にない会社が最先端の技術を駆使した高性能のコンピューターを作り
市場を占有していた。それらのコンピューターは優れた能力を持つが高価で一般の人には使いづらかった。その
後パーソナルコンピュータ（PC）が登場した。演算能力は先行するコンピューターに及ばないが，安価で使用す
る人のニーズに合う性能（規格）をもつPCは瞬く間に世界を席巻し、低規格のPCに乗り遅れた会社は消えて
いった。スーパーコンピューターだけでなくPCを作ることにした会社あるいはPCのみを製造する新しい会社
が今存続している。最先端技術が開発された後にその技術から派生する低規格で安価な技術を粉砕的技術（dis－
ruptive　technologies、成書では破壊的技術と訳される）と呼び、粉砕的技術が市場にひろがり先端的高品質の技術
を脅かすことを粉砕的変化（disruptive　changes）と呼ぶ。ビジネスではいろいろな例、日本でも百貨店とスーパー
の対決や（高級若しくは普通の）傘とビニール傘の普及率など、がある。
　医療においても医療機器・研究機器で同様なことが起こる。医科大学は研究機関として最先端の技術・機械を
導入して診療・研究を行う。高価な診断・検査機器も保険点数が決まると一般診療所で用いる低スペックで安価
な機器と同じ対価しか得られないことがある。米国では医師の仕事にも粉砕的変化がおこり、労働単価の安い他
の職種あるいは医師同士が仕事を切り取っていると言う。
　立前医学教育において医科大学は最先端・最高の教育機器、教員、教育方法で良い医師を育てようと苦労して
いる。しかし、学生が医師国家試験に合格するために最も頼りにしているのは予備校であったりする。目的だけ
を達成するには低規格でもニーズに合致することが受け入れられる理由である。医科大学の教育は試験に合格す
ることが目的ではないのは言うまでもない。それでは卒業生は自分の大学で6年問学んだ結果、国家試験に合格
した以外に何について自信を持つのであろうか。私立医科大学は自校の理念に基づく教育を行ない、入学者はそ
の理念を求める者であることが理想である。そのような者にとって卒臨時の自信とは自校の卒業証書（ディプロ
マ）を得たことでなくてはならない。粉砕的技術が生じても、教育理念をより高度に達成するための開発・発展
を継続し、自らを別の次元に持っていけぼ粉砕的変化は影響しない。粉砕的技術により潰れた会社があっても、最
先端の技術革新が止まっていないのは先端を維持する別の力があることを意味する。
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